
(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

准教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

山田恭子 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構アドミッション部門 職　　名名　　前

0.20

○アドミッション部門での活動をまとめ，学会での発表，学会誌への投稿を
行なう。
○他大学の教員・高等学校教員と協働し，アクティブ・ラーニングを教育に
活かす方法や組織内外の課題解決のための手法の開発・推進を行なった
り，進路指導，授業方法に関わる調査等を行う予定である。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

○アドミッション部門での事業を通して，高校生に大学進学の意義，大学で
の学びの特徴，琉球大学の特徴を説明したりして，進学意識を高めるため
の取り組みを積極的に行なう。
○担当する授業（教育心理学）を通して，知識の定着，その知識の応用を図
る。
具体的には講義の他，様々なアクティブ・ラーニングの手法を用いる。

0.20

平成３１年度　年度末自己点検結果

○全学の様々な委員会に参加し，アドミッション部門の立場から大学に貢献
する。
○新しい入試の実施と志願者の確保に向けて，１）各方面から情報収集を
引き続き行う　２）収集した情報を関係各所に提供する　３）収集した情報を
基に，企画立案を行う　４）企画立案した内容を関係各所と連携し実現して
いく　５）これまでに企画立案し実施した内容の効果測定と改善を行う。

業務
ウェイト比
（実績）

0.30

0.20

0.30

○県内での大学進学支援講座および合同説明会，県外での大阪・東京・名古屋で
の単独説明会，九州地区の大学との九州および東京での説明会，受験産業の合
同説明会において，高校生に大学進学の意義，大学での学びの特徴，琉球大学
の特徴を説明したりして，進学意識を高めるための取り組みを実施することができ
た。また，サイエンスプロジェクトfor琉球ガールズや広報係，研究企画室等，他の
部署との連携を深めながら実施することもできた。
○担当する授業（教育心理学）では，知識の定着を図る講義形式の授業だけでは
なく，実際に学生に授業をさせたり，様々な対話手法を取り入れ，知識の応用も図
ることができた。

○アドミッション部門が主催した保護者向けの説明会の内容を全国大学入学者選
抜研究連絡協議会にて発表し，大学入試研究ジャーナルに投稿することができ
た。
○他大学の教員・高等学校教員と協働し，調査等を行う予定で実行を目指してい
た。実行には至っていないが，現在実行に向けて具体的な検討を進めている。

○沖縄県校長協会と協力し，連絡協議会を行なったり，様々な取り組みの
ための情報交換を行ない，高校生に還元する。
○高大接続改革推進ワーキンググループや高等学校訪問等を通じて，高
校生，受験生，大学生のためになる入試方法を開発する。その一方で高校
が必要とする情報を提供する。

0.20

0.00

管
理
運
営

○広報戦略本部委員，科学教育事業支援専門員会，大学評価IRマネジメントセン
ター評価企画員，女子中学生の理系進路選択支援プログラム運営委員会に参加
した。
○新しい入試の実施と志願者の確保に向けて，県内外の高等学校，他の大学等
から情報収集を引き続き行い，FDや学部訪問等を通して情報提供を行った。また，
すでに実施している単独説明会，保護者向けの説明会を改善した。

○沖縄県校長協会と協力し，連絡協議会を実施するだけでなく，校長協会の定例
研究協議会にて新入試の情報提供を行った。資料は，高校にて共有しやすくなる
よう工夫した。
○主に県外の高等学校訪問等を行い，入試についての情報交換をした。

社
会
貢
献

0.30

計 1.00 1.00

　 0.00

0.30

学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □ 学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

1，入研協やKアド，進研等で入試情報を積極的に情報収集に努めた。高校現場か
らの情報収集は改善の余地がある。　2，医学部体験授業は離島から参加する生
徒の旅費の軽減やマスコミへの働きかけで，昨年よりもアピールすることが出来
た。工学部の高大接続事業は独自で動き出している。

1，高校訪問を積極的に取り組むことで、琉球大学の求めている学生像を学
校現場に伝え、琉球大学のブランドの向上と進学希望先としての認知を上
げる。　2，高大接続の取組を支援・コーディネートすることで、高校生に琉球
大学のアドミッション・ポリシーの理解を進める。　3，高等学校のPTA（父母
会）等に積極的に働きかけることで、琉球大学への理解を図るとともに、志
願者数の増加に取り組む。

0.00

1，4月に高校訪問を増やしてVISIT CAMPUSの周知（PTA総会等）につとめること
が出来，琉大のブランドの向上が出来た。　2，医学部体験授業など2年目の取組
は、発展的に実施できたが，理学部や教育学部の取組が上手く実施できなかっ
た。次年度への課題である。　3，高等学校PTAの進路学習会に積極的に取り組む
ことが出来た。那覇高校や北谷高校のPTA学習会の単独参加や，県PTAの進路学
習会の参加の他，高校1，2年生を対象とした支援講座も昨年よりも多く実施し，琉
大の認知向上が出来た。

0.25

0.40

0.35

0.00

1，琉球大学の受験に関する諸データを整理・分類することで、琉球大学の
課題を洗い出し、今後の改善点を明確にして、高等学校への働きかけを取
り組む。　2，琉球大学の求める学生像を高等学校の生徒、職員に明確に伝
えることで、進学後のミスマッチの軽減に努める。　3，高大接続の取組形態
を研究し高校と大学の仲介を積極的に働きかける。

1，琉球大学の入試データを分析して，傾向や課題を洗い出し，高校へのアプロー
チに参考となるようにした。まだ継続的（定型）な分析まではいたっていない。　2，
琉球大学のアドミッションポリシーの、高校への発信はまだ課題が残る状態であ
る。高校生により効果的で確実に伝える方法の開発が必要である。　3，高大接続
の形態がまだ確立できていない。戦略を持って年度単位での取組内容を作り上げ
る必要がある。

0.25
1，アドミッションの入試を研究し、高校現場の要望・意見を積極的に聴取し
て、琉球大学の求める学生像を明確にする。　2，琉球大学における高大接
続事業の研究を深めて、より効率的で有効な事業開発につとめる。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

0.00

社
会
貢
献

0.40

0.35

0.00

管
理
運
営

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

盛山　泰秀 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構アドミッション部門 職　名

平成３１年度　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）

特命教授名　　前



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

　 0.00

0.40

0.00

管
理
運
営

アドミッションセンター定例ミーティングに参加し，年間を通して資料作成・報告を
行った。
アドミッション部門会議に参加し，随時資料作成・報告を行った。
大学評価IRマネジメントセンター会議に参加した。
入試実施業務（大学入試センター試験）を務めた。
本学の入試改革に関する情報の公表に際して，学部との連携を経ながら，公表用
資料の作成・集約を行った。

高大接続WG会議に参加した。
沖縄県内の高校訪問（琉球大学説明会）の開催に際して，大学概要の説明資料の
更新を図ったほか，実際に説明・引率業務をこなした。またアンケート結果を分析
し，会議等で情報提供した。
県外の高等学校で広報活動を行った。
県内高等学校長との協議会に際して，事前アンケートの企画及び結果の取りまと
めを行い，会議資料として提供した。

社
会
貢
献

0.15

平成３１年度　年度末自己点検結果

アドミッションセンター定例ミーティング
アドミッション部門会議
IRコアチーム会議
入試実施業務
入試改革関連の業務（調査・企画・開発）
学部への対応

業務
ウェイト比
（実績）

0.25

0.20

0.20

共通教育科目「地域課題フィールドワーク演習」の開講（後学期・集中講義）を予定
通り開講した。
学部訪問に際して，学部別に志願動向や入試得点の分析，追跡型の分析を行い，
情報提供した。
新入生調査の企画・実施・回収を主導し，回収率の大幅な上昇の成果を達成する
ことができた。また，調査結果をアドミッション部門会議等で報告した。
令和元年度第４回アドミッションFDセミナー（「データに見る本学への志願実態～よ
り効果的な入試広報に向けて～」）を担当し，参加者との意見交換を行った。

予定通り，全国大学入学者選抜協議会で口頭発表を行った。
予定通り，大学入試研究ジャーナルに論文を投稿し，原著論文として採択となっ
た。
大学教育学会課題研究集会で入試データの共有体制に関するポスター発表を行っ
た。
その他論文誌への投稿，科研費への応募は行わなかった。

高大接続WG会議
校長協議会への参加
広報関連業務（高校訪問，オープンキャンパス，進路相談会への参加，アン
ケート分析）

0.20

0.30

全国大学入学者選抜協議会での発表
大学入試研究ジャーナルへの投稿
その他論文誌への投稿（大学教育センターほか）
科研費への応募

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

共通教育科目「地域課題フィールドワーク演習」の開講（後学期・集中講義）
入試関連データの分析（志願動向の分析，入試得点の分析，追跡型の分析
等）
新入生調査の企画・実施・集計・報告

0.30

特命講師

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

山田　美都雄 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構　アドミッション部門 職　　名名　　前



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

グローバル教育支援機構キャリア教育支援部門 職　　名名　　前 助教

教
育
・
学
生
支
援

研
究

①講義「キャリア形成入門」週2コマ担当
（履修学生全員との面談によるキャリアデザイン支援含む）
②インターンシップ事業のコーディネートと運営体制づくり
・新年度体制における企業満足度、学生満足度の向上
・次年度運営体制とミッションの整理、各ステークホルダーとの調整
③キャリア教育センター主催FDの企画

0.70

①教員免許更新講習に講座を開催し、37名の受講者がいた。
②高校生向けキャリア教育の機会（ニーズ）が掘り起こせなかった。次年度は出張講義
を受け入れる。

社
会
貢
献

0.10

①キャリア教育センター内の業務
・学生向け教育支援業務の改善
・スタッフデベロップメント
②職責による委員会、その他ワーキンググループ

0.10

0.10

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

温山陽介 所　　属

領
域

平成３１年度　年度目標設定 平成３１年度　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）

0.10

①予定通りの講義を担当した。また、ほぼ全員との面談・支援も実施できた。
②初めての協賛金による運営体制をつくり、実際に運営をを行った。
・インターンシップ実習に対する学生満足度は昨年同時期に比べて向上（2018夏91.5％
→2019夏95.7％）。企業満足度は、逆に下がった（2018夏94.2％→2019夏90.7％）。今
年度から協賛金が発生していることから、期待値が高まったと思われる。
・協賛金による運営体制の反省点を整理し、次年度に向けて検討を開始した。
③FD企画に講師として登壇した。内容が昨年と似たものだったため、次年度は工夫が
必要である。

①学内紀要へは論文掲載が出来なかった。
②日本キャリア教育学会にて発表を行った。

①高等学校教員免許更新講習講座開催に向けた準備
②高校生向けキャリア教育の実施/支援

0.60

0.10
①学内紀要等への論文掲載1本以上
②学会発表1本以上

業務
ウェイト比
（予定）

　 0.00

0.20

0.00

管
理
運
営

①キャリア教育センターの運営について、日常業務や会議の機会において、随時意見
をした。
・琉大キャリア教育支援の体系化に向け、提案と原案作成を行った。
②職責による会議等に参加した。

学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください （プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

特命助教

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

當間　千夏 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構　開発室 職　　名名　　前

0.00

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

・本学学生の海外渡航に関する情報収集の機会（留学セミナー等）の企
　画・運営
・GCC等による本学学生向け国際ワークショップ等の実施

0.30

平成３１年度　年度末自己点検結果

・グローバル津梁副専攻の管理運営
・グローバル津梁委員会の運営
・グローバル・コモンズ　コンシェルジュの企画・管理・運営
・ホームページ等ウェブ媒体を利用した情報発信
・企業へのアセスメント調査の実施

業務
ウェイト比
（実績）

0.65

0.10

0.05

・日本ワーキングホリデー協会より講師を招聘し、留学・ワーホリセミナーを4回企
画・開催した（計68名参加）
・オープンキャンパス留学フェアの企画開催を行った。
・GCCによる、本学学生向け英語スタディグループ、英会話グループの運営、ワー
クショップを実施した。
・GCC学生に対する指導を行った。

副専攻学生のBevi受験に関する論文を共著で執筆した。
（東矢光代・當間千夏「世界の捉え方にみる学習者の特性とクラス・ダイナミクス :
BEVIの結果に基づく分析」）

・学際・国際協働演習、課外での異文化交流事業における地域との連携

0.35

0.00

管
理
運
営

・グローバル津梁副専攻を開始し、学生及び教員組織の管理運営を行った。
・グローバル津梁委員会の運営、及びグローバル人材育成加速化事業に関する運
営委員会の立ち上げ、運営を行った。
・グローバル・コモンズ　コンシェルジュの企画・管理・運営を行った。
・HPやSNS(グローバル・コモンズ　コンシェルジュ）を利用して情報発信を行った。
・沖縄経済同友会加盟企業に対してアセスメント調査を実施した。

「グローカル実践演習Ⅰ・Ⅱ」において、西原町役場の協力の下、西原町高校生
ソーシャルビジネスプロジェクト「NS2BP」メンバー及び、西原町在住高校生と本学
学生、留学生の協働促進の補助を行った。

社
会
貢
献

0.05

計 1.00 1.00

　 0.00

0.50

学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

　 0.00

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

業務
ウェイト比
（実績）

0.35

0.15

琉球大学ジュニアドクター育成塾プログラムの第一段階受講生に向けた新しい授
業を開発・実践するとともに，受講児童・生徒の提出した自由研究計画書へのコメ
ントやアドバイスおよび研究実施における助言を通して，受講児童・生徒の研究活
動をサポートした．また，第二段階受講生の研究活動をサポートし，沖縄科学技術
教育シンポジウム，電子通信情報学会教育工学研究会，日本科学教育学会等，
各種の機会で研究成果発表を支援できた．またその際は，彼らの作成した研究ポ
スターの添削などを積極的に行った．受講生を指導する大学院生メンターについて
も３回の研修を行った．

学内外公表に同意しない。

0.15

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

琉球大学・ジュニアドクター育成塾プログラムにおける運営委員会や，同プログラ
ムにおける連携機関との連絡協議会等の全てに出席し，プログラム概要の説明・
進捗状況の報告・データの解析結果および受講生評価結果の報告・プログラムの
改善点の説明するなど，役割を全うした．

琉球大学・ジュニアドクター育成塾プログラムにおける運営委員会や，同プ
ログラムにおける連携機関との連絡協議会等において，役割を全うする．ま
た，琉球大学グローバルサイエンスキャンパスの担当者とも連携し，効率的
な業務遂行に努める．

0.15

SSH校の教員と共同で生徒の自由研究活動をサポートした．また，学校教員免許
更新講習での講師として授業を受け持った．また，７月の科学の祭典，２月に実施
された青少年科学作品にて，ブース出展を行い，訪れた小中学生に対して100円
ショップの材料で作る吸虫管の作り方などを教えた．

0.15

平成３１年度　年度末自己点検結果

0.00

管
理
運
営

昨年度のアンケート結果をもとに，琉球大学ジュニアドクター育成塾プログ
ラムの第一段階受講生に向けた研究概念の発達に寄与する授業を開発・
実施する．また，第二段階受講生の研究活動をサポートし，沖縄科学技術
教育シンポジウム等，各種の機会で研究成果を発表することを支援するとと
もに，彼らの研究意欲と研究能力が高めるように各種のサポート・助言・指
導を行う．また，受講生を指導する大学院生メンターについても研修を行
い，各メンターの指導力を高めるよう努める．

0.35

琉球大学ジュニアドクター育成塾プログラムにおいて蓄積された学習ノウハ
ウを，SSH校を含む学校現場等と共有し，学習教材の開発をすすめる．教
員免許更新講習の講師を引き受け，学校現場で利用可能な知識や学習ノ
ウハウ提供する．科学の祭典等の科学イベントにも積極的にブースを出展
し，広く一般に科学の知識を提供する．

社
会
貢
献

0.35

琉球大学ジュニアドクター育成塾プログラムの受講生の学習記録の評価方
法の開発を行うとともに，所属部局以外の研究者とも共同して，本プログラ
ムの受講生の書いた研究計画書の内容を判定・評価する手法を開発を進
めるとともに，これらの知見を学会等で発表する．一部の先行解析データに
関しては，発表論文としてまとめ投稿する．

0.35

特命助教

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

宮國　泰史 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構 職　　名名　　前

琉球大学ジュニアドクター育成塾プログラムの受講生の研究計画書を解析し，学
習記録の評価方法の開発を行い，その成果を日本科学教育学会第４３回年会の
発表論文集としてにて発表するとともに，口頭発表を行った．また，琉球大学工学
部の研究者とも共同して，本プログラムの受講生の書いた研究計画書の内容を判
定・評価する手法を開発を進め，彼らの文章構造を解析するプログラムを開発し
た．



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

特命准教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

ANDREA  RENZETTI 所　　属

領
域

Educational Development office
（Global Science Campus (GSC) Project）

職　　名名　　前

0.30

Besides supervising research students, I will carry out my own research
using the laboratory equipment kindly supplied by Prof. Fukumoto. I will
prepare a KAKENHI grant proposal for FY2020 and will give a presentation
to obtain funding for the Okinawa-Hawaii Collaborative Promotion Project
in FY2019. I will publish or submit 2-4 research papers.

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

I will teach 5 classes (koma) to high school students during the academic
year. I will teach 2 additional classes at Ehime University in the frame of a
teaching exchange program. After each class and in the end of the GSC
program, I will submit an evaluation questionnaire to students to know
which aspects of teaching I should improve. About once a week, I will be
teaching research practice to one high school student in the frame of the
GSC program. Additionally, I will supervise one undergraduate research
student and help him prepare his undergraduate thesis.

0.50

平成３１年度　年度末自己点検結果

I will likely be involved with the development of overseas exchange
programs. When requested, I will assist with English language editing and
proofreading for university materials and external communications.

業務
ウェイト比
（実績）

0.10

0.50

0.10

I thought 12 classes (18 hours) at the University of the Ryukyus in the frame of
the GSC program in the following subjects: pharmaceutical chemistry (2 classes),
organic chemistry (4 classes), and English presentation skills (6 classes).
Additionally, I thought two classes (8 hours) at Ehime University and one class
(2.5 hours) at Kyushu University in the frame of a teaching cooperation program.
About once a week, I taught research practice to one high school student (Ryan
Rutherford) and helped him give four poster presentations about his research. I
supervised one undergraduate student (Shinji Ura) in Prof. Fukumoto's group and
successfully guided him to graduation.

Besides supervising research students, I carried out my own research using the
laboratory equipment kindly supplied by Prof. Fukumoto. I published two journal
articles (RSC Advances 2019, 9, 18165–18175; Synlett, 2019, 30 (19), 2153‒2156)
and one book chapter (in Medicinal Plans, Springer, 2019, 319-332), all peer-
reviewed. I co-authored three poster presentations at conferences (OASES,
Okinawa Youth Science Exhibition and 9th International Conference on
Polyphenols and Health). I submitted one journal article to Acta Crystallographica
C (manuscript ID: fm3061), unfortunately rejected. I am currently preparing three
manuscripts related to GSC Project. I submitted eight grant applications to the
following funding bodies: JSPS (Kakenhi, Bilateral Joint Seminar, Bilateral Joint
Research Project), OSTC (Okinawa-Hawaii Collaborative Promotion Project),
Sekisui, Great Britain Sasakawa Foundation, Scandinavia-Japan Sasakawa
Foundation, and Foundation for Australia-Japan Studies.

I will help colleagues prepare their English publications. I will manage the
organization of Prof. Fukumoto's laboratory and will organize his group
meetings. I will continue to be an active member of several professional
organizations, including the Chemical Society of Japan.

0.30

0.00

管
理
運
営

 I managed Prof. Fukuoto's laboratory through lab space rearrangement,
equipment maintenance, chemical orders, and organization of joint group
meeetings.

I did English language editing and proofreading for two paper abstracts (Prof. Yuki
Saito), one manuscript (Prof. Yasushi Miyaguni) and one cover letter (Prof. Kouji
Sugio). I continued to be an active member of several professional organizations.
Additionally, I joined the UK Science Cuncil as a Chartered Scientist (Csci) after
successful peer-reviewed application.

社
会
貢
献

0.10

計 1.00 1.00

　 0.00

0.10

学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

MURRAY ADAM 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構国際教育支援部門（外国語ユニット）職　　名名　　前

0.30

Because my research is focused on classroom application, there is a
productive synergy between my teaching and research. I continue
research on listening materials development and assessment. Because I
will be involved with the Hawaii Study Aboard program, I will be able to
conduct research on pre-departure instructure (A side research project
with a colleague from Saitama University).  I am planning to prepare two
KAKEN grant proposals for H32 (one of sole investigator and one as a
collaborator). In addition, I will be presenting/co-presenting at several
academic conferences during the year. Finally, I will continue to be active
member of several professional organizations.

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

I will be responsible for 12 koma during the academic year. I will also be preparing
students for the Hawaii Study Abroad Program and the Japan English Model United
Nations (JEMUN).

0.50

平成３１年度　年度末自己点検結果

This academic year I will have a variety of appointments. First, I will be
assisting with the Hawaii study abroad (pre-departure and accompany
students overseas). Also, I am on the P.I.G. committee which is responsible
for multi-lingual university materials (website, homepage). Third, once again
I will be involved with Japan English Model United Nations (JEMUN) which
will be held in July. Finally, I am on the COIL committee.

業務
ウェイト比
（実績）

0.10

0.30

0.10

Because of the variety of courses that I taught, a lot of time was spent
developing course materials. A specific example was the ethnographic research
project for the Hawai'I Study Abroad Program. This assignment was well-received
by the students and I intend to replicate it in the future.

I continued to work on the development of my listening materials website with the
intention of doing a follow-up KAKEN project from 2021. I co-authored a paper
with Professor Keith about JEMUN, two papers about English as a International
Language / Lingua Franca with Professor Nakamura (Keio) and worked on the
construction of an instrument to measure JTE's beliefs about CBA.

I am currently the Coordinator of the Materials Writers Special Interest Group
(SIG) of the Japan Association of Lanugage Association (JALT). I am also the
Treasurer of the Okinawa Chapter of JALT.

0.50

0.00

管
理
運
営

I successfully completed my duties as planned. In addition, I assisted with English
Lunch. Also, I helped organize the English Speech Contest (Unfortunately it was
not held because of a lack of interested students).

As Coordinator of the JALT MW-SIG, I was able to oversee the planning and
implementation of several forums. I played a centraI role on the conference
committee of the Okinawa JALT Summer Symposium. I am still actively involved
with Okinawa JALT but am now the Publicity Chair rather than Treasurer.

社
会
貢
献

0.10

計 1.00 1.00

　 0.00

0.10

学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □ 学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

　 0.00

0.20

0.00

管
理
運
営

1.交換留学プログラムプログラムの受け入れ担当教員としての責務を果たした。
2.ハワイ大学マノア校、ヒロ校、カウアイ・コミュニティカレッジ、マウイ・カレッジを訪問し、ハ
ワイ大学システムとの交流協定更新に貢献し、4校でブース設営をする、また日本語クラス
を訪問するなどして、交換留学のプロモーションを実施した。ハワイ大学システムからの交
換留学修了生とハワイ同窓会を実施した。2018年度から引き続き訪問したことで、ハワイ大
学からの交換留学生は9名に達した。
3.ミシガン州立大学における留学フェアに参加し、琉球大学のブースで交換留学のプロモー
ションをした。ミシガン州立大学からの交換留学生と琉球大学からの派遣日本人学生と同窓
会を実施した。ミシガン州立大学の交換留学担当者と連絡を密にし、2020年3月中に琉球大
学留学希望者限定の説明会が担当者により開催される運びとなった。
4.イースタンミシガン大学を訪問し、滞っていた学生交流協定締結のための交渉をしたこと
で、学生交流協定が締結され、2020年度から学生交流が可能となった。また、日本語・日本
文化の7クラスを訪問し、交換留学のプロモーションを実施した。
5.交流協定校であるタイのコンケン大学からの研修旅行生と引率教員を受け入れ、日本語
教育副専攻の学生との交流の場を提供した。
6.全学点検委員として与えられた業務を遂行した。
7.国際連携担当者連絡会の委員として、与えられた職務を全うした。
8.国際教育専門委員会委員として、もれなく会議に出席し、交換留学の派遣面接を担当し、
与えられた職務を全うした。
9. ハラスメント防止対策委員会の委員として、与えられた職務を全うした。特に調査委員会
委員として2件の調査に貢献した。
10.グローバル津梁副専攻担当教員としての職責を果たした。
11.太平洋事業運営委員会委員としての職責を果たした。
12.ダイバーシティ推進本部会議の委員としての職責を果たした。
13.留学生ユニット運営委員会の委員としての職責を果たした。(S)

1. インターンシッププログラムのコーディネータとして、琉球大学日本企業インターンシッププ
ログラムを春季と夏季の2回にわたり実施し、沖縄県内で就職意欲がある留学生を発掘し、
県内企業に優秀な留学生を就職させるべく努力した。また、既卒生、既修了生の求めに応
じ、転職のための手助けをし、うち、県内で2名が転職した。
2. 2019年度文部科学省委託事業 専修学校による地域産業中核人材養成事業「IT系留学
生のための「ITビジネス日本語・文化」強化プログラム開発事業」の実施委員会委員として
の責務を果たすべく、運営委員会に出席し、沖縄県内の留学生就学状況の改善に貢献し
た。
3．文部科学省の住環境・就職支援等留学生の受入れ環境充実事業、沖縄コンソーシアム
のコーディネータとして事業の運営、発展に努めた。沖縄県内ではインターンシップ報告会を
開催する、優秀な留学生を就職させるなどして沖縄県のグローバル化に貢献した。また、関
西大学主催のシンポジウムで沖縄の事例を発表することで全国のコンソーシアムの留学生
就職支援事業の発展に貢献した。(S)

社
会
貢
献

0.20

平成３１年度　年度末自己点検結果

1.STRPプログラムプログラムの受け入れ担当教員としての責務を果たす。また、海
外の協定校を訪問し、留学フェアに参加する、説明会を開催するなどして、交換留学
による交流を促進し、交換留学生の獲得に努める。
2.国際連携担当者連絡会の委員として、与えられた職務を全うする。
3.国際教育専門委員会委員として、与えられた職務を全うする。
4. ハラスメント防止対策委員会の委員として、与えられた職務を全うする。
5.グローバル津梁副専攻担当教員としての職責を果たす。
6.日本語教育副専攻の担当教員としての職責を果たす。

業務
ウェイト比
（実績）

0.20

0.30

0.20

1. 留学生対象の共通教育科目（聴解B2S,聴解B2F,聴解C1S，聴解C1F,アカデミック日本語
C1S,アカデミック日本語C1F)を担当する際、各学期開始直後にニーズ及びレディネス調査を
十分に行い、終了後にはフィードバックアンケートを実施した。すべての授業で自主作成教
材を使用し、質の高い授業を行うよう努めた。課題を適宜提示し、フィードバックを適切に行
うことで学生の能力を効果的に向上させた。聴解B2,C1のすべての授業で90%以上の学生に
おいて日本語能力の伸びが見られたことが大規模試験の結果から示された。「聴解C1S」の
授業により2018年度プロフェッサー・オブ・ザ・イヤーを受賞した。
2. 大学進学を希望している科目等履修生には日本留学試験に関する質問を学生からの希
望があれば、すべて受け付け、自主学習の手助けをし、依頼に応じて、推薦書および出席
率証明書を作成した。3名が沖縄県内の大学に合格し、1名が琉球大学に合格した。卒業後
に日本または沖縄で就職を希望している短期留学生、学部生、大学院生の就職相談に応
じ、就職支援事業への参加を促した。既修了生の依頼に応じ、JETプログラム応募のための
推薦書を作成し、履歴書の添削をした。
3.日本語教育副専攻科目（日本語教授法Ⅰ,Ⅱ、日本語教育演習,日本語学概説Ⅰ,Ⅱ）を受
講生（日本人学生・留学生）のニーズとレベルに合わせるため、各学期開始直後と終了直後
にアンケート調査を実施し、すべての授業で自主作成教材を使用し、質の高い授業を行うよ
う努めた。日本語教育副専攻受講生の進路相談に応じ、ニーズに合わせ適切なアドバイス
をし、3名の受講生が県内の日本語学校に就職した。また海外の日本語教育研修に応募す
る受講生3名のために日本語または英語の推薦書を作成した。
4.日本語科目を受講希望している大学院生、研究生のコーディネータとして履修指導を行っ
た。履修中は、博士論文、修士論文、レポート、研究発表用資料などの日本語添削と発表
指導を行い、論文完成の一助となるべく務めた。研究生の研究計画書の添削をし、琉球大
学の大学院合格に貢献した。
5.キャリア科目（インターンシップⅠ.Ⅱ）の担当教員として受講生の増加に貢献し、インターン
シップ報告会の指導をするなどして責務を果たした。(S)

1. 科学研究補助金基盤研究（C）「高度外国人材に求められるビジネス日本語フレームワー
クの確立 ―尺度化と妥当性検証」課題番号19K00712の研究代表者として、研究を統括し、
国内での13回の研究会を実施し、研究代表者として研究を遂行した。
2. 2019年8月に日本テスト学会（於・名古屋大学）に招待され、ビジネス日本語に関する評価
基準構築に関する研究成果を発表した。
3. 2020年2月に沖縄県日本語教育研究会（於・琉球大学）で査読を経て採択され、1の研究
成果を発表した。
4. 琉球大学国際教育センター紀要に1の研究成果を研究論文として投稿し、現在、掲載の
ため編集中である。
5. 2020年度開催予定の日本語教育国際大会における口頭発表およびパネル発表に応募し
た。(S)

1．インターンシッププログラムのコーディネータとして、琉球大学日本企業インターン
シッププログラムを実施し、沖縄県内で就職意欲がある留学生を発掘し、県内企業
に優秀な留学生を就職させるべく努力する。
2．文部科学省の住環境・就職支援等留学生の受入れ環境充実事業コーディネータ
として事業の運営、発展に努める。

0.30

0.30

1．科学研究補助金基盤研究（C）「高度外国人材に求められるビジネス日本語フ
レームワークの確立 ―尺度化と妥当性検証」課題番号19K00712の研究代表者とし
て、研究を統括し、国内での研究会を実施し、研究を遂行する。
2. 日本国内の学会で研究成果を口頭発表する。
3. 琉球大学国際教育センター紀要に1の研究成果を研究論文として投稿する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

1.共通教育科目を担当する際、学生のニーズ及びレディネス調査を十分に行い、自
主作成教材を使用し、質の高い授業を行う。課題を適宜提示し、フィードバックを適
切に行うことで学生の能力を効果的に向上させる。
2.大学進学を希望している科目等履修生には日本留学試験に関する質問を適宜受
け付け、自主学習の手助けをする。卒業後に日本または沖縄で就職を希望している
短期留学生、学部生、大学院生の就職相談に応じ、就職支援事業への参加を促
す。
3. 日本語教育副専攻の日本語教授法の講義で学生のニーズとレベルに合わせる
ため、自主作成教材を使用し、質の高い授業を行う。 また、学生の進路相談に応
じ、ニーズに合わせて適切なアドバイスをする。
4.日本語科目を受講希望している大学院生、研究生のコーディネータとして履修指
導を行う。履修中は、博士論文、修士論文、レポート、研究発表用資料などの日本
語添削と発表指導を行い、論文完成の一助となるべく務める。

0.30

教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

葦原恭子 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構　国際教育センター留学生ユニット職　　名名　　前



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

准教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

佐々木香代子 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構　国際教育センター 職　　名

①久米島ホームステイを９月中旬に実施する。ステイ期間中に留学生と久
米島高校の生徒が交流できるように，久米島高等学校と調整する。
②ホストファミリーの登録を受け付け，随時，留学生のホームステイのアレ
ンジをする。

名　　前

0.30

①（沖国大の）共同研究者とともに，10年来行っている沖縄語の使用・理解
についての調査のうち，沖縄県内在住外国人に対するインタビュー調査を
終了させ，分析をする。
②サバティカル期間中に行っていた県内療育施設でのフィールドワークを継
続して行うとともに，療育施設のスタッフに対するインタビューを実施する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

①授業内容およびレベルが履修登録した学生のニーズに合うよう，授業実
施前にアンケートを行い，その結果を基にシラバスに適宜変更を加える。あ
るいは，学習者の反応を見て教材に修正を加えるなど授業の質の向上に
努める。
②サバティカル期間中に収集した資料を基に，「日本の歴史」の授業内容を
充実させる。
③留学生の健康管理に留意し，学内掲示により，タイワンキドクガ，インフ
ルエンザ等の流行に対する注意喚起を行う。
④留学生（主に大学院生）サポートの一環として「配偶者のための生活日本
語」の授業を提供する。
⑤学内外からの進学についての問い合わせに対応し，指導する。
⑥県内の日本語学校にオープンキャンパスの案内を出し，オープンキャン
パスに来訪した留学生に情報を提供する。また，高校生に対しては，日本
語教育副専攻および短期留学の宣伝に努める。

0.30

平成３１年度　年度末自己点検結果

①ハラスメント相談支援センターの学内相談員として，対応に努める。
②秋学期の生活オリエンテーションで，新規渡日の留学生に対し，ハラスメ
ント研修を実施する。
③春学期および秋学期の生活オリエンテーションで，新規渡日の留学生に
対し，減災の立場から災害時および日頃の心得について説明する。

業務
ウェイト比
（実績）

0.15

0.30

0.15

①授業内容およびレベルが履修登録した学生のニーズに合うよう，授業実施前に
アンケートを行い，その結果を基にシラバスに適宜変更を加えた。さらに，学習者
の様子を見て教材に修正を加えるなど授業の質の向上に努めた。
②サバティカル期間中に収集した資料を基に，「日本の歴史」の授業内容を充実さ
せた。また，歴史を横に見る視点を養うために，自国と日本の同時代を比較してポ
スター発表する課題を加えた。
③留学生の健康管理に留意し，学内掲示により，タイワンキドクガ，インフルエンザ
の流行に対する注意喚起を行った。また，コロナウイルス等感染症対策として咳エ
チケットと手洗いの説明を会館，学寮，センター等に掲示した。
④留学生（主に大学院生）サポートの一環として「配偶者のための生活日本語」の
授業を提供した。
⑤学内外からの進学についての問い合わせに対応し，指導した。
⑥県内の日本語学校にオープンキャンパスの案内を出し，オープンキャンパスに
来訪した留学生に情報を提供した。なお，高校生に対する日本語教育副専攻およ
び短期留学の宣伝は他の教員および事務が対応したので，行わなかった。

①（沖国大の）共同研究者とともに行っている沖縄県内在住外国人に対するインタ
ビュー調査は目標に達せず，終了には至らなかった。
②サバティカル期間中に行っていた県内療育施設でのフィールドワークを継続して
行い，療育施設のスタッフに対するインタビューを実施した。
③サバティカル期間中に訪問した三重県内の芸術療育施設を再度訪問し，フィー
ルドワークを行い，療育場面をビデオ撮影して分析を行った。

①2013年からHPでの公開を始めた「知的障害児の言語獲得をサポートす
るための絵教材」を，学外の協力者と連携しながら引き続き開発し，HPに
UPして，知的障害児の教育に携わる人々が自由に利用できるようにする。

0.30

0.10

管
理
運
営

①ハラスメント相談支援センターの学内相談員として，対応に努めた。
②ハラスメント調査委員会の委員として，7月～2月まで調査に携わった。
②秋学期の生活オリエンテーションで，新規渡日の留学生に対し，ハラスメント研
修を実施した。
③春学期および秋学期の生活オリエンテーションで，新規渡日の留学生に対し，
減災の立場から災害時および日頃の心得について説明した。

①2013年からHPでの公開を始めた「知的障害児の言語獲得をサポートするため
の絵教材」を，学外の協力者と連携しながら引き続き開発し，HPにUPして，知的障
害児の教育に携わる人々が自由に利用できるようにした。

社
会
貢
献

0.15

計 1.00 1.00

国
際
交
流

0.10

①久米島ホームステイを９月13日（金）～16日（月）に実施した。久米島高等学校
英語科の教員と調整を行い，13日に留学生と久米島高校の生徒との交流会を開
いた。また，交流会に合わせて久米島高等学校を訪問し，ホストファミリーおよび久
米島高等学校の教頭（校長が出張中だったため）に受け入れの礼を述べた。
②ホストファミリーの登録を受け付けたが．留学生の希望者がなく，アレンジはでき
なかった。学期末でタイミングが悪かったと考えられるので，新年度になったら再度
留学生に呼びかける予定である．

0.15

学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □ 学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

国
際
交
流

0.25

1. 社会情勢と留学生のニーズに合わせて既存の短期留学プログラム再編成し、そ
の一コースとして、県内自治体と連携し、沖縄の地域国際化に貢献する人材育成
を目的とした「グローカルリーダー育成コース」を立ち上げた。
2. グローカルリーダー育成コースが特色あるプログラムとして評価され、2020年度
のJASSO受け入れ奨学金を獲得した {S]

0.05

0.25

管
理
運
営

1. 国際教育専門委員、グローバル津梁プログラム専攻教員として責務を果たし
た。グローバル津梁プログラムでは短期留学プログラム「グローカルリーダーシッ
プコース」と相互連携を促進し、留学生と日本人学生の共修化を進め、英語で提供
される共修科目として「日本の歴史」および「日本の文化」の開講にこぎ着けた。
[A]

1. 地域連携推進機構、グローバル教育支援機構開発室、西原町と連携を強化し、
共通教育科目「グローカル実践演習Ⅰ・Ⅱ」を設立し、2回のグローカルフェスティ
バルを開催した。また、南城市観光人材交流促進会議メンバーとして、南城市の国
際化について提言を行い、COIL型教育のノウハウを活用して南城市と香港理工大
学とのオンラインプレゼンテーションを企画・実施した。
2. 実行委員長として、沖縄科学技術大学院大学 OISTで質的研究に関する2日間
のシンポジウムを開催し、県外65名海外2名を含む89名が参加した。 [S]

社
会
貢
献

0.25

平成３１年度　年度末自己点検結果

1. 国際交流専門委員およびグローバル津梁プログラム専攻教員として責務
を果たす

業務
ウェイト比
（実績）

0.05

0.20

0.25

1. 担当する全ての授業で、協働学習による学習者主体の授業を実施した。また、
学生主体の授業に必要な教育環境整備のため、教育研究等アメニティ改善経費
を申請し、現在採否結果待ちである。
2. コーディネートを担当する日本文化および日本の歴史の授業でマーシャル諸島
とのCOIｌ型教育を実施した。超短期派遣学生によるミクロネシアおよびハワイとの
COIL型教育で日本側の運営を担った。集中講義Global SDGs on COILにおいて#4
Quality Educationを担当した。
3. 短期留学プログラム再編成に合わせた「日本語学習科目群」を整備した。
[S]

1. 「非ネイティブスピーカー志向の日本語学習モデルの開発」について科研費を獲
得し、査読付き論文を刊行した （山元淑乃（2019）「非ネイティブスピーカー志向の
第二言語習得：日本人英語学習者 A の語りの分析を通して」『言語文化教育研
究』17, 360-382（言語文化教育研究学会））[A]

1. 留学生の地域貢献を目的とした教育活動を実施する
2. 日本語教育学会支部活動委員として、沖縄地域における研究力向上と
ネットワークづくりに貢献する

0.25

0.20
1. 非ネイティブスピーカー志向の第二言語学習について、外部資金を獲得
し、研究に着手する

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

1. 学習者の主体性を重視した授業を行う
2. COIL型教育の推進に貢献する
3. 国際教育科目群（仮称）の整備に取り組む

0.25

講師

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

山元淑乃 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構 職　　名

1. 本学における、優れた留学生の戦略的獲得に向けて、短期交換留学プ
ログラムを企画、運営する
2. 留学生受入れのための奨学金を獲得する

名　　前
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□ □ 学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

国
際
交
流

0.00
香港中文大学院生と教員を受け入れ，特別講義を実施した。（国際交流の項目設
定が当初なかったと思います。その場合は「社会貢献」に入れて評価をお願いしま
す）

0.25

管
理
運
営

・学生支援委員会，およびその関連委員会の２つの委員を務めた。
・留学生ユニット内で地域貢献関連とFDの担当を務めた。
・大学入試センター試験監督，大学院入試作題面接，科目等履修生の入試面接を
行った。
・日本語教育副専攻課程主任を務めた。

・小中学校との国際交流５件コーディネート，高校生への特別授業も２件実施。
・民主的シティズンシップ教育のワークショップやFDを国内大学等で４回実施（うち招聘３
件）。
・沖縄県日本語教育界に寄与する活動として研究会を企画運営（感染症対策で中止）。
・海外で開催されるシンポジウム等に２件参加し，研究成果を発信して国際貢献した。
・東京大学大学院の後期課程院生の論文審査外部委員を務めた。

社
会
貢
献

0.25

平成３１年度　年度末自己点検結果

・学生支援委員会，およびその関連委員会の委員を務める。
・留学生ユニット内で地域貢献関連の担当を務める。
・外国人の科目等履修生の入試面接等を行う。
・日本語教育副専攻課程主任を務める。

業務
ウェイト比
（実績）

0.25

0.25

0.25

・学部大学院の担当授業全てで複言語主義，複文化主義に根ざしたグローバルな
視点の教育活動を展開した。
・留学生と日本人学生との協働的な学びの場を構築し，受講生のニーズの把握に
努め，アクティブラーニングを中心とした授業を行った。
・批判的談話研究や民主的シティズンシップ教育研究の成果を取り入れた授業を
行った。
・留学生ユニット関係者向けにＦＤ講演会を企画・実施した。
・日本語教育関連で研究する学部生・大学院生の指導を行い，院生1名の主査を務
めた。

・民主的シティズンシップ教育関連書籍を編著者として1冊出版した。
・国内外学会や研究会で発表し，２本の論文が採択，今年度中に刊行予定。
・国内外の学会や研究会の理事や運営委員を３件務めた。
・科研費や各種財団の外部資金公募に申請を行い, 1件外部資金を獲得した。

・小中学校との国際交流事業や高校への出前授業・特別授業などを行う。
・民主的シティズンシップ教育を広めるためのワークショップ等を行う。
・沖縄県の日本語教育界の活性化に寄与する活動を行う。
・海外で開催されるシンポジウム等に参加し，研究成果を発信して国際貢献
する。

0.25

0.25

・民主的シティズンシップ教育関連の書籍を編者（共編含む）として出版す
る。
・国内外の学会や研究会で発表を行い，論文投稿も行う。
・国内外の学会や研究会の理事や運営委員を務める。
・科研費や各種財団の外部資金公募に申請を行い，獲得を目指す。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

・複言語主義，複文化主義に根ざしたグローバル教育活動を展開する。
・留学生と日本人学生との協働的な学びの場を構築し，受講生のニーズの
把握に努め，アクティブラーニングを中心とした授業を行う。
・批判的談話研究や民主的シティズンシップ教育研究の成果を授業に取り
入れる。
・一般公開・学生参加可のＦＤ講演会を企画・実施する。
・日本語教育関連のテーマで研究をしている学部生・大学院生の指導を行
う。

0.25

教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

名嶋義直 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構 職　　名

この項目は目標設定時にはなかったのではないでしょうか。

名　　前
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領
域

　

計

□ □

教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

西本裕輝 所　　属 グローバル教育支援機構 職　　名名　　前

0.20

5月に大分大学主催で開催される国立大学教養教育実施組織会議及び事務協議
会において「教養教育カリキュラムの評価について」と題した発表を行う。また6月に
東京成徳大学において開催される日本子ども社会学会第26回大会において「学力
調査が及ぼした影響に関する研究（３）」と題して発表を行う。同大会のラウンドテー
ブルにおいて「学力調査10年の影響から問い直す新学習指導要領の可能性」と題
して発表を行う。さらに9月に大正大学において開催される日本教育社会学会にお
いて「高校教師の教育観・改革観を規定する要因」と題した発表を行う予定である。
これらの成果をもとに論文も執筆する予定である。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

共通教育においては新設科目として「社会調査入門」を開設する。また例年通り「ス
テージスタッフ総合活動」等を担当する。専門教育においては教育学部の「心理臨
床実習」「心理臨床演習」「総合舞台芸術演習」等の科目を担当する。「卒業研究」も
担当し、ゼミ生の卒論指導を行う。さらにFD活動として新任教員研修会の講師も務
める。

0.30

平成３１年度　年度末自己点検結果

グローバル教育支援機構大学教育支援部門副部門長として各種の全学的な委員
会活動に携わる。特に全学学士教育プログラム委員会では副委員長として議題に
ついての企画・立案に携わる。同様に大学院教育プログラム委員会においても副委
員長を務め、大学院も含めた全学的なURGCCの推進にかかわる予定である。さら
に地域連携推進機構においても委員を務め、『生涯学習教育研究センター研究紀
要』の紀要編集委員会委員長等を務める。

業務
ウェイト比
（実績）

0.30

0.20

0.20

共通教育等科目においては新設科目として「社会調査入門」を開設し担当した。また例年通
り「ステージスタッフ総合活動」等を担当した。専門教育においては教育学部の「心理臨床
実習」「心理臨床演習」「総合舞台芸術演習」等の科目を担当した。「卒業研究」も担当し、ゼ
ミ生２名の卒論指導を行った。さらにFD活動として新任教員研修会等の講師も務めた。な
お、当初の予定にはなかったが、琉大バドミントン部の顧問として部員学生の活動の支援を
行った。また先述した「ステージスタッフ総合活動」では服部教授とともにプロフェッサー・オ
ブ・ザ・イヤーを受賞した。以上のことから目標を上回る成果をあげることができたと考えて
いる。

5月に大分大学主催で開催された国立大学教養教育実施組織会議及び事務協議会におい
て「教養教育カリキュラムの評価について」と題した発表を行った。また6月に東京成徳大学
において開催される日本子ども社会学会第26回大会において「学力調査が及ぼした影響に
関する研究（３）」と題して発表を行った。同大会のラウンドテーブルにおいて「学力調査10
年の影響から問い直す新学習指導要領の可能性」と題して発表を行った。さらに9月に大正
大学において開催された日本教育社会学会において「高校教師の教育観・改革観を規定
する要因」と題した発表を行った。論文としては『教育学部紀要』（第96集）に「合唱コンクー
ルが中学生の自己肯定感に与える効果」と題した論文を執筆した。また当初予定にはな
かったが、９月に宮崎において開催された九州地区大学教育研究協議会において「琉球大
学における質保証の取組～URGCCの推進とメタ・ルーブリック～」というテーマで発表を行
い、同タイトルで発表論文を執筆した。さらに、宮崎大学から依頼を受け、基礎教育検証に
係る評価委員を務めた。以上から、目標を上回る成果をあげることができたと考えている。

沖縄県教育委員会から委嘱されている公立中学校夜間学級等設置検討委員会委
員を引き続き務める。また教員免許状更新講習において「沖縄の学力問題」「発達
障害の基礎的理解」を担当する。さらに学会活動として日本教育社会学会理事、日
本子ども社会学会理事を務め、各種委員会へ参画する。

0.30

0.00

管
理
運
営

グローバル教育支援機構大学教育支援部門副部門長として各種の全学的な委員会活動
に携わった。特に全学学士教育プログラム委員会では副委員長として議題についての企
画・立案、資料の作成等に携わった。同様に大学院教育プログラム委員会においても副委
員長を務め、議題についての企画・立案、資料の作成等に携わった。さらに地域連携推進
機構においても委員を務め、『生涯学習教育研究センター研究紀要』の紀要編集委員会委
員長等を務めた。以上から、目標は達成できたと判断できる。

沖縄県教育委員会から委嘱された公立中学校夜間学級等設置検討委員会委員を引き続
き務めた。また教員免許状更新講習において「沖縄の学力問題」「発達障害の基礎的理解」
を担当した。さらに学会活動として日本教育社会学会理事、日本子ども社会学会理事を務
め、各種委員会へ参画した。これらの他に当初の予定にはなかったが、講演活動として、那
覇市中央公民館から依頼された「自己肯定感～自分にOK出していますか」（７月）、那覇高
校学校から依頼された「学力向上の鍵はどこにある？～那覇高生Ver.」（11月）というテーマ
で講演を行った。また、沖縄市から依頼を受け、沖縄市こどもの生活等に関する調査協議
会会長を拝命し、「沖縄市こどもの生活等に関する調査」を実施し、分析結果をもとに報告
書を作成した。報告書は今年度11月に沖縄市のHPにて公表された
（https://www.city.okinawa.okinawa.jp/kurashi/115/23467）。さらに、教育の専門家として東
京新聞の取材を受け、2019年9月23日朝刊に島嶼地域における教育に関してコメントが掲
載された。以上から目標を上回る成果をあげることができたと考えている。以上から、目標
を上回る成果をあげることができたと考えている。
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学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

准教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

天野　智水 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構 職　　名名　　前

0.40
①科研費の補助を得て「日本の大学における同僚制の実証研究」を継続す
る．具体的には，質問紙による全国調査を実施する．②教育改善に関する
調査分析に着手し成果を紀要に掲載する．

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

①共通教育科目「大学教育論」1コマ，専門教育科目「教育社会学」2コマ，
（受講生がいる場合）大学院科目「大学教育マネジメント特論」1コマを担当
する．②新任教員研修等のFD講師を担当する．③学生生活委員として体育
祭や琉大祭等の巡回指導を行う．

0.20

平成３１年度　年度末自己点検結果

教学マネジメントや教学IRにかかる業務（分担未定）に携わる．

業務
ウェイト比
（実績）

0.35

0.45

0.00

①共通教育科目「大学教育論」1コマ，専門教育科目「教育社会学」2コマを担当した
が，大学院科目「大学教育マネジメント特論」は受講生がなく開講しなかった．②新
任教員研修（4/4，60分），部門FD（9/27，80分），および農学部と理学部への出張Ｆ
Ｄ（各30分程度）の講師を担当した．③学生生活委員として体育祭と琉大祭の巡回
指導を行った．

①科研費の補助を得て「日本の大学における同僚制の実証研究」にかかる質問紙
による全国調査を実施した．②教育改善に関する調査分析として大学IRコンソデー
タを用いたアクティブラーニング効果検証作業を実施し，その成果を部内検討資料
として供した．

高大連携事業（計画未定）に参加する．

0.20

0.00
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①大学ＩＲコンソデータを用いて学位プログラム間比較を行い，学士教育プログラム
委員会にて報告した．②大学評価IRマネジメントセンター評価およびIR企画員とし
て，現況調査表等作成支援PT委員業務に携わった．③世界展開力強化事業に関
する運営委員を務め，短期受入プログラムの選考に携わった．

実施しなかった．
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学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □

教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

Barry KEITH （ベアリー・キース） 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構 職　　名名　　前

0.20

・Extensive Reading World Congress 5（多読研究）学会での報告発表、学会
誌への投稿
・全国語学教育学会 (JALT) 沖縄支部の学会の実行委員として企画、実施
・グローバル教育関連の学会へ参加、発表

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

・教養教育の授業（年間8コマ）大学英語、英語講読演習、上級英会話演習、
グローバル実践演習IとII
・グローバル実践演習IIIとIVのシラバス設計、授業開発（2020年開講）
・総合特別講義VII「模擬国連」を開設、実施（2単位）
・COIL授業関連のＦＤの実行委員会（企画・実施・参加）
・英語教育環境整備でTuesday Lunchを実施、参加

0.40

平成３１年度　年度末自己点検結果

・グローバル教育支援機構機構会議委員
・グローバル教育支援機構大学教育支援部門共通教セクション長
・グローバル教育支援機構のスタッフ・ミーティング
・グローバル・プログラム津梁副選考委員
・多言語化委員会委員
・その他全学的な委員会委員（2）

業務
ウェイト比
（実績）

0.35

0.15

0.10

・教養教育の授業（年間8コマ）大学英語、英語講読演習、上級英会話演習、グロー
バル実践演習IとIIを担当した。
・グローバル実践演習IIIとIVのシラバス設計、授業開発（2020年開講）年度内完成。
・総合特別講義VII「模擬国連」を開設、実施（2単位）で学生3名を日本英語模擬国
連に引率、ファカルティ・アドバイザーを務めた。
・COIL授業関連のＦＤの実行委員会（企画・実施・参加）あまり実施していない。
・英語教育環境整備でTuesday Lunchをにほぼ毎週参加

・Extensive Reading World Congress 5（多読研究）学会での報告発表、学会誌への
投稿したが論文はRejectされた
・全国語学教育学会 (JALT) 沖縄支部の学会の実行委員として4回の企画を実施し
た。
・グローバル教育関連の学会へ参加、発表Model United Nations: 21st-Century
Skills for Language Learners (模擬国連JEMUN活動について学会ポスター発表）と
琉大『言語文化研究紀要』に「実践型英語学習としての「日本英語模擬国連」を掲
載（2019年10月発行）

・全国語学教育学会多読研究分科会会長
・日本英語模擬国連 (JEMUN)のファカルティー・アドバイザー
・日本語教育学会九州沖縄支部活動、研究会の協力教員
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・グローバル教育支援機構機構会議委員
・グローバル教育支援機構大学教育支援部門共通教セクション長
・グローバル教育支援機構のスタッフ・ミーティング
・グローバル・プログラム津梁副選考委員
・多言語化委員会委員
・その他全学的な委員会委員（2）
・国立大学教養教育実施組織事務協議会（大分）に参加し、分科会で本学の事例を
紹介。
・その他、本学の資料等を英訳・添削（数点）

・全国語学教育学会多読研究分科会会長を2018−2019年を務め任期満了、全国語
学教育学会沖縄支部会長（任期1年更新可）に就任。
・日本英語模擬国連 (JEMUN)のファカルティー・アドバイザー　実施済み
・日本語教育学会九州沖縄支部活動、研究会の協力教員　実施済み

社
会
貢
献

0.05

計 1.00 1.00

　 0.00

0.35
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(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

計

□ □ 学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

1.00 1.00

　 0.00

0.45

0.00

管
理
運
営

・世界展開力強化事業の月１の運営委員会に参加し、同事業のCOILユニット、交
流プログラムユニットにおける業務を遂行し、資料の作成や責任者のサポートに
あたった。
・大学教育支援部門教員会議に委員として出席し、審議に関わった。
・教育支援課課長及び代理、世界展開力責任者を交えて構成される週１回程度行
われる教育支援課でのミーティングに参加した。
・週１程度で行われるCOILユニット（ユニット責任者石川教授）のミーティングに参
加した。
・教育支援課とも連携し、世界展開力強化事業における新規雇用の公募、面接を
行い、技術補佐２名を採用した。
・世界展開力強化事業のCOILユニットでは、COIL授業実施のための教員マッチン
グ、連絡調整業務、授業形態の提案や情報共有などを行った。
・文科省の額の確定実地調査（11月29日）において本学世界展開力の実施状況
の報告し、質問等に代表者として回答した。
・文科省及びJASSOに事業実施報告書、年度計画調書、フォローアップ報告書等
の主に教育や計画内容等に関する部分の執筆にあたった。
・H30年度採択世界展開力事業の参加校が参加する半期ごとの報告会に、本学
の実施状況報告書を作成し、ZOOM会議に参加した。
・日本国内の世界展開力事業採択校が行ったシンポジウムやCOILのワークショッ
プ等（南山大学、関西大学、大阪市立大学）に参加し、意見交換やCOILに関する
知見を広め、本学関係者にも情報共有に当たった。
・世界展開力強化事業の議事録、COILマンスリーレポートなどの編集に当たっ
た。

・斉藤美加助教（医学研究科）が主催する宜野座村松田地区小学生のガジャンサ
イエンスクラブに通訳、及び研究補助者として、イベントや週末の課外活動に、5月
11日、11月23日、ボランティアとして参加した。
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平成３１年度　年度末自己点検結果

世界展開力強化事業に係る担当者定例会に出席し、同事業のCOIL部門、
交流プログラム部門での目標達成に向けた取り組みを発表し、各ユニット
会議で具体的な協議を行う。COIL部門では、授業実施のために教員のマッ
チングを行い、連携大学教員との交渉に当たる。また、COIL授業録画の著
作権に関する取り決めの許諾書を作成し、各教員（本学と連携大学）から
承諾を得る。教員にCOIL授業実施報告書を提出してもらうためのフォー
マットを作成し、随時COIL科目数や学生数等を把握・管理にあたる。交流
部門においては、学生短期受入れプログラムの内容を計画・実施する。さ
らに、COIL授業と学生交流プログラム参加者に向けたBEVIアセスメントを
実施し、結果をBEVIユニット長に報告する。COIL部門、交流プログラム、
BEVI部門で管理運営を行った内容は、それぞれ文科省へのH３１年度事業
報告書とH32年度実施計画書において報告する。また、新たに所属する大
学教育支援部門の定例会議にも出席し、内容の審議に参加する。

業務
ウェイト比
（実績）

0.68

0.15

0.05

・ハワイ海外文化研修に引率教員として参加、プログラムの計画、現地訪問大学
との調整、研修中の学生指導にあたった。また事前・事後研修会、及び報告会に
も参加し、現地における活動報告を行った。
・世界展開力強化事業の短期受入プログラムに関する募集要項、シラバス、プロ
グラム、奨学生選抜方法の申し合わせ案を作成し、参加学生５人の入学手続きを
行った（うち１名がプログラム修了）。また、事前学習及び本プログラムの学習用プ
ラットフォーム作成を作成し、学生の渡航が中止された後もオンラインにて学生に
講義を提供、最終課題へのピアレビューを行い、参加学生には２単位を付与した。
・参加学生の学習支援のため、日本人学生バディ７名に、適宜学習用フィールドト
リップのビデオ作成や課題へのコメント等の指導を行った。
・COIL事業において、本学教員にオンラインを利用した海外学生との協働学習の
方法を提案、技術サポートにあたり、技術補佐員と共にマニュアルやトラブル
シューティングの作成にあたった。

・琉球大学国際教育センターより出版予定（2020年3月以降）の『海外文化研修報
告書（２０１９年度版）』に、ハワイ海外文化研修に関するレポート二編(一編単著、
一編共著)を寄稿した。
・琉球大学島嶼地域科学研究科(RIIS)にて開催された、太平洋島嶼地域のレジリ
エンスに関する勉強会に複数回参加し、週末開催されたワークショップにも参加し
た。

本学医学部の斉藤助教が取り組む、宜野座村松田地区小学生のガジャン
サイエンスクラブに協力者として参加し、月１のサイエンスクラブの活動や
国内外のシチズンサイエンス活動に週末を利用して参加するようにする。
また、2019年5月11日のハワイ島ワイメア・ミドルスクールと松田地区のクラ
ブをオンラインでつなぐ交流において、同時通訳者として交流補佐にあたる
予定である。

0.35

0.12

外部資金獲得に向けて、科研費の申請に取り組む。また各方面での勉強
会やプロジェクトに積極的に関わり、研究のネットワークを広げる。博士論
文の一部を抜粋・加筆修正し、論文および研究ノートとして学会誌に今年
度中に一編投稿する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

世界展開力強化事業の学生短期受入れプログラム（2020年3月実施予定）
を作成し、各方面からの協力を得てプログラムを執行する。事前研修に導
入されるCOIL型授業のシラバスを作成し、学生の指導や助言を行う。交流
プログラム終了後は、受入れ学生にプログラム全体の運営に関する意見
聴取を行い、来年度以降の実施計画に向けてプログラム評価を有効活用
する。COIL型教育部門における教育支援については、COIL授業で使用す
るZOOMアカウントを教員に提供し、本学教員と連携大学教員との間で
COILに関する交渉にあたるなど、物心両面で本学教員のCOIL授業実施に
おける教育支援にあたる。

0.15

特命講師

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

名護　麻美 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構 職　　名名　　前



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □ 学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

診
療

1．「適応の心理」を前・後期開講し、学生からのフィードバックをもとに教授内容の
改善（説明を増やすなど）を行った。
2．おきなわ学生相談フォーラムを実施した。（1月31日・本学）

管
理
運
営

社
会
貢
献

1．琉球大学公開講座への講座提供などを通じて、地域の障がい者の健康
増進を支援する。

1．琉球大学公開講座を8講座開講した。うち3講座は出前講座として特別支援学
校3校で実施した。
2．一般社団法人国立大学保健間管理施設協議会理事、公益社団法人全国大学
保健管理協会評議員として活動した。
3．日本臨床心理劇学会、日本リハビリテイション心理学会の常任理事として活動
した。

0.10

1．保健管理センターの構成員として管理運営にあたる。
2．障がい学生支援室の室長として管理運営にあたる。
3．学生相談室の室長として管理運営にあたる。
4．学生生活委員、教育・学生支援に関する自己点検・評価委員、医学系倫
理委員会委員、ハラスメント防止委員会委員、ダイバーシティー推進本部委
員ほか全学の委員会で活動する。

0.25 0.30

1．保健管理センターの構成員として管理運営にあたった。
2．障がい学生支援室の室長として管理運営にあたった。
3．学生相談室の室長として管理運営にあたった。
4．学生生活委員、教育・学生支援に関する自己点検・評価委員、医学系倫理委員
会委員、ハラスメント防止委員会委員、ダイバーシティー推進本部委員ほか全学
の委員会で活動した。

1．学生とその関係者のカウンセリング。
2．教職員のカウンセリング。

1．学生とその保護者のカウンセリングを行った。
2．教職員のカウンセリングを行った。また、指導教員へのコンサルテーションを
行った。

0.25

平成３１年度　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

1．日本臨床心理劇学会にて研究発表を行った。（2月23日・別府市）
2．および3．は社会貢献の欄に移動した。

1．共通教育科目「適応の心理」の開講に際し、昨年度の学生からのフィー
ドバックを参考にして、適宜改善を行う。
2．学生相談に関するFDを実施する（おきなわ学生相談フォーラム）。

0.15

教
育
・
学
生
支
援

研
究

0.20

0.20

1．臨床心理学分野の学会で研究発表、論文発表を行う。
2．一般社団法人国立大学保健間管理施設協議会理事、公益社団法人全
国大学保健管理協会評議員として活動する。
3．日本臨床心理劇学会、日本リハビリテイション心理学会の常任理事とし
て活動する。

0.10

0.20

教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

古川　卓 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構　保健管理部門 職　　名名　　前

0.25



(別紙１） 本シートは平成32年5月以降に学内外へ公表されます。

□ □学内外公表に同意しない。　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください（プルダウン選択式） 学外公表に同意しない。

計 1.00 1.00

　 0.00

0.30

0.00

管
理
運
営

１．保健管理部門の診療施設長として診療の管理運営を行った。
2．琉球大学千原事業場産業医として、安全衛生保健活動を行った。
3．産業巡視報告を毎月作成した。
4．安全衛生委員会へ参加し、学内の安全衛生に関する取り組みに参画した。
5．ストレスチェック業務と職員健診のフォローアップと健康教育を行った。

１．県内の医師会や日本医師会生涯教育講座の講師として、産業保健および健康
増進に関する講演・講義を行った。
２．「健康行動実践モデル実証事業」の成果の普及活動のため、県内の食育推進
協議会、健康づくり推進協議会、国保連合協議会の会長として、食育・健康づくり・
健康政策に参画した。
３．沖縄県医師会65歳未満健康死亡率改善プロジェクトの副委員長として、沖縄県
民の健康づくりに関する講演会・執筆活動・広報活動を行った。

社
会
貢
献

0.20

平成３１年度　年度末自己点検結果

１．保健管理部門の診療施設長として診療の管理運営を行う。
2．琉球大学千原事業場産業医として、安全衛生保健活動を行う。
3．産業巡視報告を毎月作成する。
4．安全衛生委員会へ参加する。
5．ストレスチェック業務と職員健診のフォローアップと健康教育を行う。

業務
ウェイト比
（実績）

0.30

0.20

0.20

１．保健管理センター医師として、学生定期健康診断における有所見者に対して健
康教育を実施し、学生の健康相談・健康指導を行った。
２．医学部医学科学内非常勤講師として3コマの系統講義を行った。
３．共通教育で講義『生活習慣病予防及び健康増進』を担当し、学生の健康教育を
行った。

１．英語原著論文が1本国際誌（査読あり）に掲載された。
２．日本語総説を3本投稿した。
３．研究成果（「健康行動実践モデル実証事業」など）を国内学会（第8回臨床高血
圧フォーラム、第42回日本高血圧学会）に発表した。

１．県内の医師会や日本医師会生涯教育講座の講師として、地域医師の生
涯教育や産業保健活動に貢献する。
２．「健康行動実践モデル実証事業」の成果の普及活動を継続する。
３．沖縄県医師会65歳未満健康死亡率改善プロジェクトの副委員長として、
沖縄県民の健康づくりに貢献する。

0.30

0.20
１．英語原著論文を1本投稿する。
２．日本語総説を1本投稿する。
３．研究成果（「健康行動実践モデル実証事業」など）をr論文化する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成３１年度　年度目標設定

教
育
・
学
生
支
援

研
究

１．保健管理センター医師として、学生定期健康診断における有所見者に対
して健康教育を実施し、学生の健康増進をはかる。
２．医学部医学科学内非常勤講師として系統講義を行う。
３．共通教育で講義を担当し、学生の健康教育を行う。

0.30

教授

平成３１年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

崎間　敦 所　　属

領
域

グローバル教育支援機構　保健管理部門 職　　名名　　前


